
報道発表資料 

東京消防庁  

 

令和４年５月１７日 

令和４年度 東京消防庁・国立市・立川市・昭島市 

合同総合水防訓練を実施します！！ 

 

 台風や集中豪雨が多発する時季を前に、多摩川のはん濫による大規模な水災の発生を想定

し、東京消防庁、水防管理団体及び関係機関が連携した訓練を実施します。 

 訓練には、令和２年２月に発隊した即応対処部隊を中心とした消防部隊をはじめ、国立市、

各自治体の消防団員、国立市内町会・自治会など合計２８機関、約５００名が参加し、浸水

した建物や土砂崩れにより倒壊した家屋から救助活動や河川に流された要救助者を消防ヘ

リコプターにより救出するなど実戦的な訓練を実施します。 

  

１ 日 時 

  令和４年５月２１日（土）１０時００分から１１時３０分まで 

(広報展示 １０時００分から１３時００分まで) 

   (体験コーナー １１時３０分から１３時００分まで) 

訓練進行については別表参照 

 

２ 場 所 

国立市谷保９５４４番地 多摩川左岸 河川敷公園（別図第１参照） 

 

３ 点検者等  

点検者 消防総監 清水 洋文（しみず ひろふみ） 

 国立市長 永見 理夫（ながみ かずお） 

統裁者 警防部長 市川 博三（いちかわ ひろみ） 

 国立市長 永見 理夫（ながみ かずお） 

指揮者 第八消防方面本部長 木下 修（きのした おさむ） 

 国立市防災担当部長 黒澤 重德（くろさわ しげのり） 

 

４ 参加人員等（予定）※順不同 

東京消防庁 ３５０名  国立市 １３名 

国立市消防団 ３４名  市内町会・自治会 １５名 

立川市消防団 １０名  昭島市消防団 １０名 

立川消防少年団 ５名  関係機関 ６３名 

          合 計 参加人員 ２８機関 約５００名 

 

 

  東京消防庁 Tokyo Fire Department 



５ 参加車両（予定） 

  消防車両      ４７台 

  消防ヘリコプター   ２機（当日の天候等により変更となる可能性があります。） 

合 計 参加車両 ４９台（消防ヘリコプター等を含む。） 

 

６ 訓練想定 

台風の影響で活発化した前線に伴う集中豪雨により、国立市内で道路の冠水や家屋への

浸水、土砂災害が多発した想定で訓練を実施します。 

道路の冠水や家屋への浸水を防ぐため各種簡易水防工法を実施する中、多摩川が増水し

氾濫危険水位に到達したため、国立市長が避難指示を判断し、住民の避難訓練を行います。 

また、消防部隊をはじめとした防災機関は、多摩川の越水を防ぐため連携した活動を行

い、浸水した建物や土砂災害により倒壊した家屋、河川に流された要救助者の救出救助活

動を展開します。 

  

７ その他 

⑴ 取材を希望する社は、５月１９日（木）１７時００分までに広報課報道係宛へ別添

えの申込書を使用して、電子メールまたはＦＡＸで必ずお申込みください（houdou＠

tfd.metro.tokyo.jp）。 

⑵ レクチャーは、９時３０分から報道関係受付場所（別図第２参照）で行いますの

で、それまでに受付を済ませてください。 

⑶ 現場は消防隊、消防車両等が頻繁に往来するほか、ヘリコプター飛来に伴う小石等

が飛散する危険がありますのでヘルメットを持参・着用するとともに、係員の指示に

従ってください。 

⑷ 取材時は必ず自社腕章を着用してください。 

⑸ 取材時は、新型コロナウイルス感染症予防対策として、マスクの着用及び手指消

毒、体温の測定（３７．５度以上の場合は来訪をお断りする場合があります。）をお願

いします。 

⑹ 駐車場はありませんので、予めご了承ください。 

 

 

問合せ先 

 

 

  

 

 

 

東京消防庁㈹  電話 ３２１２－２１１１ 

広報課報道係  内線 ２３４５～２３５０ 

 

令和４年８月２６日 

全国消防救助技術大会 

東京立川市で開催!! 



別添え 

取 材 申 込 書 

 

～令和４年度 東京消防庁・国立市・立川市・昭島市合同総合水防訓練～ 

 

 

東京消防庁広報課報道係 宛 

E-mail：houdou＠tfd.metro.tokyo.jp 

 

会 社 名：            

代表者氏名：            

連 絡 先：            

 

№ 氏   名 ふ り が な 備   考 

１    

２    

３    

４    

５    

６    

※ 申し込みは、令和４年５月１９日（木）１７時００分までにお願いします。 

 



令和４年度東京消防庁国立市・立川市・昭島市合同総合水防訓練会場案内図 

 

 

 

 

 

矢川駅 

出典：国土地理院 

青柳交差点 

矢川三丁目交差点 

別図第１ 
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別図第２



訓練進行表
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【点検順序】

①住民工法
（簡易水防工法）
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④マンホール
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講評・挨拶

【講評・挨拶順序】

① 総監
② 国立市長
③ 警消委員長
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別表


